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(57)【要約】
ビジネスアプリケーションのためのユーザインターフェ
ース により、回転階層コーンを介する階層構造のナビ
ゲーション可能なトップダウンビュー がユーザに提供
される。コーンは、親ノードおよび子ノードの環状に組
織化された階層の部分的ビューを提示し、ユーザが詳細
情報を見ること、実行するタスクを選択すること、階層
の全体の画像を保持したまま構造を変更することを可能
にする。ユーザは、コーンを回転させて、環状に組織化
される階層の無制限の数の区分を見ること、および、構
造の枝に着目して複数のレベルに渡って上下にナビゲー
ドすることができるようになる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　階層構造と対話するユーザインターフェースを提供するためのコンピューティング装置
の少なくとも一部において実行される方法であって、
　前記階層構造の表示させる部分を判定するステップと、
　回転コーン提示のための最初の大きさを判定して前記階層構造の前記部分を表示するス
テップと、
　前記回転コーンを採用する前記階層構造の前記部分を表示して、ユーザが回転動作およ
びナビゲーション動作を介して前記階層構造のノードおよびノードの組み合わせと対話す
ることを可能にするステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　回転を示すユーザ入力に応答して、前記コーンを回転させて前記階層構造の別の枝がビ
ュー内に入るようにするステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ノードの枝を、ノードの別の枝をビュー内に移動させる回転に応答して移動させるステ
ップをさらに含むことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　ナビゲーションを示す別のユーザ入力に応答して、前記コーンをナビゲートして前記階
層構造の異なるレベルをビュー内に移動させるステップをさらに含むことを特徴とする請
求項２に記載の方法。
【請求項５】
　より下位のレベルのノードをビュー内に移動させるナビゲーションに応答して、中心ノ
ードをより上位のレベルのノードのアドレスバーに移動させるステップと、
　選択されたノードを前記アドレスバーから前記中心ノードに移動させ、かつ、前記アド
レスバー内の前記ノードを選択するナビゲーションに応答して、前記選択されたノードの
子ノードを表示するステップと
をさらに含むことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　カラースキーム、シェーディングスキーム、およびテキストスキームのセットから少な
くとも１つを採用する前記階層構造の前記表示される部分に関連する動作のためのコント
ロールのセットを前記ユーザインターフェース内に提供するステップをさらに含むことを
特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ハイライトスキーム、グラフィックスキーム、およびテキストスキームのセットから少
なくとも１つを採用して、ユーザにより現在着目されているノードおよびノードの組み合
わせのうちの１つを表示するステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項８】
　階層構造と対話するユーザインターフェースを提供するためのコンピューティング装置
であって、前記コンピューティング装置は、
　表示装置と、
　メモリと、
　前記メモリに連結されるプロセッサであって、
　　前記階層構造の表示させる部分を判定し、
　　回転コーン提示のための最初の大きさを判定して前記階層構造の前記部分を表示し、
　　前記回転コーンを採用する前記階層構造の前記部分を、最上位レベルのノードを中心
ノードとして、また、残りのノードを同心の準環状部内の下位レベルに表示し、
　　ユーザ入力に応答して、前記コーンを回転させて前記階層構造の異なる枝がビュー内
に入るようにし、
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　　別のユーザ入力に応答して、前記コーンを介してナビゲートし前記階層構造の異なる
レベルをビュー内に移動させる
　ように構成されるビジネスアプリケーションを実行するプロセッサと
　を備えることを特徴とするコンピューティング装置。
【請求項９】
　前記ビジネスアプリケーションがさらに、
　利用可能な動作、および少なくとも１つの選択されたノードに関連する詳細情報のうち
の１つをビューポート内に表示する
　ように構成されることを特徴とする請求項８に記載のコンピューティング装置。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの選択されたノードの隣り合うノードが遮られないように前記ビュ
ーポートが表示されることを特徴とする請求項９に記載のコンピューティング装置。
【請求項１１】
　前記ビジネスアプリケーションがさらに、
　前記ノードにより表されるエンティティに関連する視覚的フィードバックをユーザに提
供するためのテキストスキーム、グラフィックスキーム、およびカラースキームのセット
から少なくとも１つを採用して、前記階層構造の前記ノードを表示する
　ように構成されることを特徴とする請求項８に記載のコンピューティング装置。
【請求項１２】
　前記ビジネスアプリケーションがさらに、
　ユーザが、前記表示される階層構造を介して回転およびナビゲートを行うことを可能に
するためのコントロールを提示する
　ように構成されることを特徴とする請求項８に記載のコンピューティング装置。
【請求項１３】
　ビジネスアプリケーションにおいて階層構造と対話するユーザインターフェースを提供
するための、命令が記憶されるコンピュータ可読記憶媒体であって、前記命令が、
　前記階層構造の表示させる部分を判定する命令と、
　回転コーン提示のための最初の大きさを判定して前記階層構造の前記部分を表示する命
令と、
　前記回転コーンを採用する前記階層構造の前記部分を、最上位レベルのノードを中心ノ
ードとして、また、残りのノードを同心の準環状部内の下位レベルに表示する命令と、
　ユーザ入力に応答して、前記コーンを前記中心ノードの周りに回転させる命令であって
、
　　前記環状に配列される階層構造の異なるスライス部分をビュー内にアニメーションで
移動させることと、
　　ビュー内に適合可能なものよりも多いノードが存在する場合、追加の枝がビューの外
に折り曲がるように同じ準環状部に沿って前記追加の枝を配列することと、
　　前記追加の枝内のノードを、前記スライス部が回転してビューの中に入る時に、ノー
ドが水平になる角度まで回転させることと、
　　前記追加の枝を見えないように設定すること
　とにより回転させる命令と
を含むことを特徴とするコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１４】
　前記命令が、
　前記環状に配列される階層構造の異なるレベルをビュー内にアニメーションで移動させ
ることと、
　ビュー内に適合可能なものよりも多いレベルが存在する場合、前記中心ノードをアドレ
スバーに移動させることと
　により、ユーザ入力に応答して前記コーンをナビゲートする命令をさらに含むことを特
徴とする請求項１３に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
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【請求項１５】
　前記命令が、
　ドラッグされたノードの直上の親を現在の着目ノードに設定することと、
　前記ドラッグされたノードから前記現在の着目ノードまでハイライト表示のラインを表
示して、現在の関係を示すことと、
　ユーザからの肯定応答、および異議無しのうちの１つに応答して、接続ラインを移動さ
せることにより新しい親と子の関係を確立することと
　により、前記ユーザからのドラッグ動作に応答して前記階層構造の前記表示される部分
を変更する命令をさらに含むことを特徴とする請求項１３に記載のコンピュータ可読記憶
媒体。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　ビジネスソリューションアプリケーションでは、ビジネス組織および他の組織の多くの
態様に対処する多数の強力なツールを提供する。大部分のそのようなアプリケーションは
、財務管理、流通、製造、事業会計、人材管理、現場業務管理、ビジネス分析論、および
同等の領域のための統合された能力を提供する。これらのアプリケーションの重要な態様
は、自動化されたビジネス会計機能を提供することである。
【０００２】
　ビジネスソフトウェアのユーザは、例となる組織単位、会計構造、従業員の報告構造、
および同等の類のための大きな階層構造を閲覧する必要のある場合が多い。そのような階
層は多数のノードを持つことができる。ノードが何万もあることは珍しくない。加えて、
そのような階層内の単一のノードが、非常に幅広く木構造をなす数百の子を持つことがで
きる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　そのような大きな構造をユーザに対して十分詳細に提示するには、従来のユーザインタ
ーフェースでは、ユーザのニーズを満たすことができていない。従来の折り畳み式の木構
造またはマトリクス形式の提示では、ビューポート内に提供可能な情報の量が制限される
。さらに、ユーザが構造の特定の領域を拡大させると、階層全体の「大きな画像」を見失
ってしまう。双曲線の木構造形式のビューでは、比較的大きな階層を扱うことが可能であ
り、次の枝のレベルのインラインプレビューを提供することができる。しかし、双曲線の
木構造では、ビュー内の環状部に適合可能なビューがノードの数により制限を受けるため
、単一の親ノードの多数の子に縮尺を合わせることができない。加えて、双曲線の木構造
では、現在着目しているノードの周りに３６０度ノードが配列されるため、子ノードがそ
の親の下に表示されることを予期している多くのユーザを、困惑させる場合がある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この概要は、以下の「発明を実施するための形態」でさらに述べる概念を選択して簡略
化した形式で紹介するために提供するものである。この概要は、請求の主題の重要な特徴
または主要な特徴を確認することだけを意図しているのではなく、請求の主題の範囲を決
定する際の助けとなることも意図していない。
【０００５】
　本実施形態は、回転階層コーンを介して階層構造のナビゲーション可能なトップダウン
ビューをユーザに提供するビジネスアプリケーションのためのユーザインターフェースを
志向している。コーンは、親ノードおよび子ノードの環状に組織化された階層の部分的ビ
ューを提示し、ユーザが詳細情報を見ること、実行するタスクを選択すること、階層の全
体画像を保持したまま構造を変更することを行う。いくつかの実施形態に従って、ユーザ
は、コーンを回転させて、環状に組織化される階層の異なる区分を見ること、および、構
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造の枝を介して複数のレベルに渡ってナビゲードすること、ができるようになる。
【０００６】
　これらおよび他の特徴および利点は、以下の「発明を実施するための形態」を読むこと
により、および、関連する図面を再検討することにより、明らかになるであろう。前述の
一般的説明および以下の「発明を実施するための形態」の両方は説明のためのものであり
、請求される態様を制限するものではないことは理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本実施形態による回転階層コーン型ユーザインターフェースを採用するビジネス
アプリケーションに関連する主要な構成要素を例示する概念図である。
【図２】本実施形態によるユーザインターフェースを例示のコントロールおよび情報ビュ
ーペインと共に例示する図である。
【図３】図２のユーザインターフェース等のビジネスアプリケーションユーザインターフ
ェースにおいて使用することができる回転階層コーンの例示の構成要素を例示する図であ
る。
【図４】追加の例示の構成要素、および、図２の例示のユーザインターフェースにおいて
階層構造をどのように変更できるか、を例示する図である。
【図５】いくつかの実施形態に従って、関係するタスクの操作メニュー、および、選択し
た要素に関する詳細な情報を有する情報ビューペインを提供することができる、回転コー
ンの部分ビューを例示する図である。
【図６】本実施形態によるシステムを実施ことができるネットワーク化された環境を示す
図である。
【図７】本実施形態によるユーザインターフェースを提供することができる、例示のコン
ピュータ動作環境のブロック図である。
【図８】本実施形態による回転階層コーンを採用するユーザインターフェースを提供する
プロセスのための論理フロー図を例示する図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　上で簡単に説明したように、ユーザには、回転階層コーンを介して階層構造のナビゲー
ト可能なトップダウンビューが提供される。以下の詳細な説明では、この一部を形成し、
特定の実施形態または例が例示として示される、添付の図面を参照する。これらの態様は
組み合わせることができ、他の態様を利用することができ、また、本開示の精神または範
囲から逸脱することなく、構造的変更を加えることができる。したがって、以下の詳細な
説明は、制限する意味で解釈されることはなく、本発明の範囲は添付の請求項およびその
均等物により定義される。
【０００９】
　本実施形態は、パーソナルコンピュータ上のオペレーティングシステム上で稼働するア
プリケーションプログラムと併せて実行するプログラムモジュールの一般的文脈で記載す
るが、当業者は、他のプログラムモジュールと組み合わせて態様を実施することもできる
ことを認識するであろう。
【００１０】
　一般に、プログラムモジュールには、ルーチン、プログラム、コンポーネント、データ
構造、および、特定のタスクを実行、または特定の抽象データ型を実装する他のタイプの
構造が含まれる。さらに、当業者は理解するであろうが、本実施形態は、ハンドヘルドデ
バイス、マルチプロセッサシステム、マイクロプロセッサベースのまたはプログラム可能
な家庭用電化製品、ミニコンピュータ、メインフレームコンピュータ、および、同等のコ
ンピューティング装置を含む、他のコンピュータシステム構成において実践することがで
きる。本実施形態は、通信ネットワークを介してリンクされるリモート処理装置によりタ
スクが実行される、分散コンピューティング環境において実行することもできる。分散コ
ンピューティング環境において、プログラムモジュールは、ローカルおよびリモートのメ
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モリ記憶装置のどちらにも設置することができる。
【００１１】
　本実施形態は、コンピュータに実装されるプロセス（方法）、コンピューティングシス
テム、または、コンピュータプログラム製品もしくはコンピュータ可読媒体等の製造品と
して、実装することができる。コンピュータプログラム製品は、コンピュータシステムに
より読み込み可能な、かつ、コンピュータまたはコンピューティングシステムに例示のプ
ロセス（単数または複数）を実行させるための命令を含むコンピュータプログラムを符号
化する、コンピュータ記憶媒体とすることができる。コンピュータ可読記憶媒体は、例え
ば、揮発性コンピュータメモリ、不揮発性メモリ、ハードドライブ、フラッシュドライブ
、フロッピーディスク、またはコンパクトディスク、および同等の媒体のうちの１つまた
は複数を介して実装することができる。コンピュータプログラム製品は、搬送波の伝播信
号（例えば、周波数変調信号もしくは位相変調信号）、または、コンピューティングシス
テムにより読み込み可能な、かつ、コンピュータプロセスを実行するための命令のコンピ
ュータプログラムを符号化する媒体、とすることもできる。
【００１２】
　本明細書を通して、用語「プラットフォーム」は、ビジネスアプリケーション等の種々
のコンピューティングサービスを提供するためのソフトウェアコンポーネントおよびハー
ドウェアコンポーネントの組み合わせとすることができる。プラットフォームの例には、
複数のサーバに渡って実行されるホストサービス、単一のサーバ上で実行されるアプリケ
ーション、および、同等のシステムが含まれるがこれに限定されない。用語「サーバ」は
、典型的にはネットワーク化された環境において１つまたは複数のソフトウェアプログラ
ムを実行するコンピューティング装置を指す。用語「クライアント」は、ユーザにデータ
へのアクセスを提供するコンピューティング装置またはソフトウェアアプリケーション、
および、他のクライアントおよび／またはサーバとのネットワーク接続を介する他のソフ
トウェアアプリケーション、を指す。これらの技術に関する詳細および例示の動作を以下
に提供する。
【００１３】
　用語「回転」は、本明細書において使用される時、マウスクリック、キーボード入力、
ジェスチャ、さらには音声ベースのコマンドなどのユーザ入力に応答する、回転階層コー
ン構造の環状移動を指す。そのような移動で、環状に組織化される階層構造の異なる区域
がユーザの選択する方向に可視化される。用語「ナビゲーション」は、提示される回転階
層コーンにおける、自身のレベルの方向に沿う（中心ノードから離れる）変化を指す。し
たがって、種々のレベルの子ノードは、マウスクリック、キーボード入力、ジェスチャ、
または音声ベースのコマンドなどのユーザ入力に応答して、下位に向かう枝分かれをナビ
ゲートすることにより可視化させることができる。回転とナビゲーションの種々の方法は
、以下により詳細に説明する。
【００１４】
　図１には、本実施形態による回転階層コーン型ユーザインターフェースを採用するビジ
ネスアプリケーションに関連する主な構成要素を例示する概念図１００が含まれる。図１
００に示される構成要素の中心は、管理構造、顧客関係、地理的関連性等の組織運営の特
定の文脈において実施することができるビジネスアプリケーション１１５である。ビジネ
スアプリケーション１１５は、スタンドアロンの財務記録管理（または会計）システムと
することができ、または、ＥＲＰ（ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｐｌａｎ
ｎｉｎｇ）システム等のより大きなシステムの財務モジュールとすることができる。ビジ
ネスアプリケーションは、本明細書において使用される時、会計システムに限定されない
。階層的なビューを、製造、倉庫管理、および同等の類の運営の態様に重きを置くシステ
ムにおいても使用することができる。したがって、ビジネスアプリケーション１１５は、
組織の種々のシステムを対象とする。このように、ビジネスアプリケーション１１５は、
スタンドアロンのコンピュータ１０４またはサーバ１０５により実行され、コンピュータ
１０４によりアクセスされるものとすることができる。
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【００１５】
　ビジネスアプリケーション１１５は、在庫システムおよび同様の類など多数のコンポー
ネントを含み、およびそれと対話することができる。ビジネスアプリケーション１１５は
、トラッキングおよびビジネス分析のためのユーザが定義可能なトランザクションディメ
ンション（トランザクションの属性）をサポートする。ユーザが定義可能なトランザクシ
ョンディメンションは、トランザクションに関する追加の情報を含む変数に似ている。こ
れらのユーザが定義可能なトランザクションディメンションを使用して、ユーザの特定の
ビジネスニーズに基づき財務トランザクションを分類、報告、および分析する。ユーザが
定義可能な多数のトランザクションディメンションは、非制限であり、原価中心点、利益
中心点、地域、時間、および同等の類、のみならず、顧客、製造供給元、品目、現場、お
よび同等の類の所定のシステムのトランザクションディメンションまでも含む。
【００１６】
　ビジネスアプリケーション１１５は、取引先または他の組織的態様（例えば、組織図、
管理者と従業員間の報告関係、地理的位置のグループ、および同等の類）の関係図を、選
択された情報の階層的な提示を含むユーザインターフェース（ＵＩ）１１０を介して提供
することもできる。関係図は、選択されたビジネス態様（単数または複数）に関連する１
つまたは複数ディメンションを提供する。何らかの情報が、異なるディメンションの組み
合わせを有する複数のインスタンスにリストアップされる。
【００１７】
　本実施形態によるシステムにおいて、ユーザ（例えば、ユーザ１０２）は、以下で、よ
り詳細に検討するようなＵＩ１１０を介して関係図を編集することにより、ビジネスアプ
リケーション１１５内の設定の追加、削除、あるいは編集を行うことができるようになる
。組織的階層または他の組織的データ等のシステムの要素を構成する際に、ユーザ１０２
は、データストア１０６等の外部のデータストアに記憶されるデータを利用することがで
きる。ビジネスアプリケーション１１５は、構成されたシステム構造に基づき自動的また
は要求がある時に、報告および他の分析ツールならびに結果（例えば、文書１０８）を生
成することができる。ユーザ１０２により構成されるデータは発行され、コンピューティ
ング装置１１４を介してシステムにアクセスする他のユーザ１１２が利用可能である。他
のユーザ１１２が、ＵＩ１１０を介してシステムの要素および組み合わせの構成／変更を
行うことを可能にすることもできる。
【００１８】
　図２は、本実施形態によるユーザインターフェース２００を、例示のコントロールおよ
び情報ビューペインと共に例示している。先に述べたように、階層的なデータを見て閲覧
することは困難である可能性がある。ユーザは、典型的には深い階層を通り抜けて速く移
動したいと考える。従来の折り畳み可能なツリー形式の提示では、関係する葉ノードに達
するために非常に多くのクリックが必要であるが、全てのレベルをユーザが拡張しなけれ
ばならないからである。組織図の形式の画面はスクロールさせる必要があり、ユーザは特
定の興味の領域に注目している間に「大きな画像」を見失ってしまう。本実施形態による
回転コーンの階層的提示では、ユーザが「先を見る」ことができるようになり、ユーザは
構造の全ての隅まで手動で移動して、そこに関係するものが無いと気づく必要が無い。さ
らに、ユーザはより大きな階層構造を見ることができる一方でより深いレベルのノード（
単数または複数）に注目することができ、現在のビューから構造の提示されていない部分
に簡単に移動することが可能である。
【００１９】
　本実施形態によるＵＩにより、大きな階層構造の複雑さが軽減され、ユーザは、新しい
要素を定義すること、要素を構造内の場所に合わせて修正すること、要素に関連する情報
（例えば、分析の報告など）を単一のビュー内で見ることができる。回転コーン２５０を
介した階層の提示に加えて、ユーザインターフェース（ＵＩ）２００は、関係する構造お
よびその要素に関連する動作を実行するための多数のコントロールも提示する。コントロ
ールの例には、新しい提示を操作するための、または提示もしくはその要素を削除するた
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めのアイコン（２２２）、保存される提示を復元するため、構造内を検索するため、また
は構造の現在のビューを印刷するためのアイコン（２２４）、トランザクション、品目詳
細、ディメンションなどを見るためのテキスト要素（２２６）、および、回転または拡張
などの提示される構造の周りの移動のためのアイコン／テキスト要素（２２８）が含まれ
る。
【００２０】
　ＵＩ２００には、ビューポート２３４や、構造の少なくとも一部の異なる形式の提示（
例えば、ビューポート２３０内の折り畳み可能な木形式の提示）などの、選択要素につい
ての詳細情報のためのビューポートを含む。ＵＩ２００の他の要素には、お気に入り、ホ
ームページ、または、台帳等の選択アプリケーション／ビュー（ビューポート２３２）へ
のリンクを含む。ＵＩ２００は、本実施形態によるユーザインターフェースがどのように
見えるかを単に例示する提示であり、本実施形態に対する制限をなすものではない。回転
コーン階層提示を採用するユーザインターフェースは、グラフィックおよびテキストの要
素、カラースキーム、スタイルなどの種々の組み合わせを使用して、追加のまたはより少
ない要素／コントロールと共に提示させることができる。
【００２１】
　ＵＩ２００の中心には回転コーン２５０があり、階層構造が、中心にある中心ノード２
４０、および、中心ノード２４０の周りに環状に位置する下位レベルのノード（２４４、
２４６、２４８など）と共に提示される。中心ノードは階層の最上位レベルのノードであ
っても、そうでなくても良い。階層の親子関係はノード間の接続として反映される。回転
コーン２５０は全体構造の一部を提示するだけであるため、非提示の要素は、アドレスバ
ー等の「折り畳まれた」形式で反映させることができる。ユーザが、特定のノードに着目
してそれをクリックしたり、マウスポインタを重ねたり、または他の手段（例えば、キー
ボードまたは音声ベースの入力）により着目していることを示すと、そのノードは、ハイ
ライト表示されるかまたは同等の方法で示され（例えば、ノード２５２、２５４）、選択
されたノード（単数または複数）に関連する情報を種々の方法で（例えば、ビューポート
２３４内に）提示させる。
【００２２】
　回転コーン２５０は、環状部の一部に対してトップダウンビューを提供する。上で述べ
たように、階層は、コーンの最上位にある最上位ノードと、１つ下位側の複数のレベルを
展開する枝と、で配列される。環状部の提示される部分の大きさは、スクリーンの解像度
、利用可能な情報などに基づき自動的に、または、ユーザ選択に基づき決定することがで
きる。例えば、回転コーンは環状部の三分の一を提示することができる。角度に基づき（
例えば、１４０度、１０６度など）他の大きさを使用することもできる。階層が非常に広
範囲な場合、ユーザは、コーンを回転させて横に並ぶ枝を見えるようにすることができる
。ユーザはさらに、コーンの底部に向かうノードを選択することにより、下位の深い枝に
ナビゲートすることができ、これにより、このノードがコーンの最上位になり、このノー
ドの下の枝が展開される。
【００２３】
　図３は、図２のユーザインターフェース等のビジネスアプリケーションユーザインター
フェースにおいて使用することができる回転階層コーン３００の例示の構成要素を例示す
る。上で検討したように、階層はコーンの外側表面に表示され、ユーザがビューポートを
介して縦に下位に向かってコーンを見ると、これにより扇形の区域が現れる。例えば、ユ
ーザインターフェースは、全３６０度のコーンのうちの約１６０度の部分を表示すること
ができ、これには任意の数の要素が含まれる。したがって、表示される枝の数は、階層中
の提示されない枝とは釣り合わない。コーンの中心は、ユーザのビューポートの最上位に
ある。コーンの見えている区域の縁は、ビューポートの底部下位側に沿って見える。階層
は、コーンの最上位に示される中心ノード（例えば、中心ノード２４０）に基づき配列さ
れる。ビューポートにおいて、これが最上位の中心の位置となる。中心ノードの子および
枝は、最上位からコーンの底部に向かって配列される。同レベルの全ての子は、最上位か
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ら等距離に配列させることができ、これによりコーンを下って同レベルの子の準環状部（
３６２、３６４、および３６６）が形成される。しかし、本実施形態は異なるレベルを表
すための等距離の環状部に限定されない。階層レベルの楕円または同様の提示など他のグ
ラフィックでの方法も使用することができる。
【００２４】
　ビューポートを介してトップダウン式に回転コーン３００を見ると、枝が最上位から下
位方向に扇状に広がり、ビューの最上位中心から広がる１６０度の準環状部に子が置かれ
ている。準環状部（３６２、３６４、および３６６）は、ビューポート全体に渡る直線的
な水平のラインよりも、ビューポート内部でより長いラインに適合可能である。このため
、見える範囲内により多くのノード用の空間が提供される。これに加えて、ノード（例え
ば、３４９、３６８、および３７２）は典型的には高さより幅が広くなるように成形され
る（例示では、高さより４倍幅広い）。これは、準環状部における地点の端部の上位方向
の側に向かって、ビューの中間地点におけるよりも、高密にノードをお互いに上に積み重
ねることができることを意味する。長いラインと緊密なノードの積み重ねにより、同一の
ビュー内により多くのノードを適合させることができる。
【００２５】
　中心ノードは、見えている階層の最上位であるが、必ずしも全体の階層の最上位ではな
い。ユーザがさらにコーンを下ってノードを選択する場合（例えば、ノード３６８）、こ
のノードを最上位に移動させて、そのノードの下の枝をコーン上に示すことできる。現在
の中心ノードの親ノードは、上部左角に可視化される水平な「アドレスバー」３４２に移
動させることができる。アドレスバーに示される親ノードはまとめてリンクさせることが
でき、中心ノードにリンクされる最新の要素は、階層が上位に向かってアドレスバー３４
２に続くことを示す。アドレスバー３４２が一杯になると、アドレスのシーケンスの中間
にあるノードを隠すことができ、省略記号（．．．）が示されて、１つまたは複数のノー
ドが隠されていることを示すことができる。
【００２６】
　ノードの提示により、ノードの名称やノードの型についてのグラフィック情報などの要
約情報をユーザに提供することができる。例えば、ノード３４１内のテキスト情報は、事
業部３の下の組織である事務所１１を表す。同ノード表示内のアイコン３４３は、データ
保存に関連するノード（例えば、コンピュータ技術系企業のデータ保存課）を示す。もち
ろん、種々のスキームを使用して追加の情報を表示することができる。また、ユーザが特
定のノードに着目したことを検出した時に、新しいビューポート、ポップメニューの形式
、または同等の形式でさらなる情報を提示することができる。
【００２７】
　ユーザがあるノード（例えば、ノード３６８、３７２、または３７４）に着目すると、
そのノードをハイライト表示させ、選択されたノードに関連するさらなる動作を可能にす
ることができる（例えば、詳細情報を表示する、ユーザがノードの情報または位置を変更
できるようにする、など）。上で述べたように、親ノードと子ノードの間の階層は接続と
して表示することができる。表示されているノードの最下位レベルが階層の最下位レベル
ではない場合、オープンエンド型接続３７６を使用して、表示されているものの下位のレ
ベルがさらに存在することを示すことができる。
【００２８】
　回転コーン３００に対するトップダウンビューを使用して魚眼効果を加え、これにより
ここでは１００％とされる大きさで中心ノード３４０が大きく示される。アドレスバー３
４２内のノードは、中心ノード３４０より小さい割合（例えば、８０％）で示すことがで
きる。下位レベルのノードの大きさは、中心ノード３４０に対して徐々に小さくすること
ができる。他の大きさに関するスキームを適用することもできる。さらに、自動的または
ユーザ定義の制限を、それぞれのレベルごとのノードの大きさに加えることができる。い
くつかの（または全ての）レベルにおいて、ノードはアイコンとして表示させることもで
きる。例えば、回転コーン３００における例示の構造は、販売員を表す最下位に表示され
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るレベルを表す準環状部３６６と共に、種々の技術区分（データ保存、入力装置、ウェブ
カメラなど）に基づきコンピュータ技術系の企業の異なる事業部および事務所を示す。こ
のレベルのノードがアイコンとして表示される。他の例において、他のアイコンを使用し
てノードを表すことができる（例えば、図４の配送トラックを表すトラックのアイコン）
。
【００２９】
　全体の階層構造には、回転コーン３００で表示されるものよりも多くの枝およびレベル
を含むことができる。示されるものよりも多くの枝が存在する場合、ユーザは、回転ボタ
ン３５１をクリックする、ポインティングデバイス（例えば、マウス）を用いて画面をド
ラッグする、タッチパネルのディスプレイを介してジェスチャを行う、キーボードコマン
ドを入力する、または音声ベースのコマンドを話す、ことにより、コーンを回転させるこ
とができる。回転はアニメーション表示することができ、回転量は自動的またはユーザに
より定義することができる。回転コーン３００は、階層の環状部全体の区分を一対一の割
合では表示しない。したがって、階層には任意の数の枝を含むことができ、その一部分が
任意の所与の時にコーンにより表示される。回転はユーザの選択に応じてどちらの方向で
あっても良い。
【００３０】
　いくつかの実施形態によれば、以下のアルゴリズムを使用して回転を実行することがで
きる。見えている輪のいずれかにおいてビューに適合可能なよりも多くのノードが存在す
る場合、１回の回転を満たすために、ビューの外側に十分な追加の枝を配列し（２つの回
転ボタンが示される場合は両方向に）、追加の枝がビューの外に上方に折り曲がるように
同じ準環状部に沿って追加の枝を配列して、これらの枝内のノードを、このスライス部が
回転してビューの中入った時に、ノードが水平になる角度まで回転させて、これらの追加
の枝を見えないように設定する。
【００３１】
　回転は以下のようにアニメーション表示させることができる。すなわち、ビューの外側
の追加の枝を可視化させ（両方向が可能な場合は所望の回転方向に）、中心ノードの周り
を枝と共に画面を回転させ、ユーザがマウスをドラッグすることにより回転させた場合（
したがって、全扇形部分を回転させていないかもしれない）、ビュー内の全てのノードの
角度を水平になるように調整し、ビューの外にあるべき枝を見えないように設定し、ビュ
ーの外側の追加の枝を配列して次の回転を可能にし、反対の方向にビューの外に出た１回
分のスライス部の任意の枝を削除する。
【００３２】
　上記のアルゴリズムでは、ユーザがビューを回転させることを選択する場合、確実に次
の扇形部分の枝がロードされ準備されるようにする。ビューの外にあるスライス部は、全
てが同時に生成されるわけではなく、このことによりスライス部が他方の側でビューに入
るように上方および背後から包み込む。代わりに、スライス部を１つ１つ追加および削除
することができる。これは、回転を同じ方向に連続させて、同じ親ノードをビューの最上
位に維持しつつ、無限の量の兄弟枝のロードが可能であることを意味する。回転のアニメ
ーション表示により、兄弟枝が側部から入ってくることをユーザが理解することができる
。表示が瞬間的に切り替わって新しい枝が示される場合には、ユーザは自分が何を見てい
るのかを理解することができないかもしれない。
【００３３】
　構造内での別の動きは、レベル間に渡るナビゲーションである。ナビゲーションボタン
３７０をクリックすること、タッチパネルのディスプレイを介してジェスチャを行う、キ
ーボードコマンドを入力する、または音声ベースのコマンドを話す、ことにより、見えて
いない階層の下位レベルを可視化すること（上位レベルをアドレスバー３４２に移動させ
る）、またはその逆をユーザができるようにしても良い。ナビゲーションは、最下位に表
示されるレベルにあるノードをユーザが選択することに応答して、起動させても良い。さ
らに、ナビゲーションはアニメーションでも瞬間的なものでも良い。
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【００３４】
　図４は、追加の例示の構成要素、および、図２の例示のユーザインターフェースにおい
て階層構造をどのように変更するのかについて例示する。図４の例示の回転コーン４００
では、中心ノード４４０が企業の部署１を表し、下位レベル４６２に事業部１、２、およ
び３、次の下位レベル４６４に保存所１から１１を有する。最下位に表示されるレベル４
６６は、レベル４６４の種々の保存所の管理下になる配送トラックのノード（例えば、４
８８、４８９）であり、さらに下位のレベルがオープンエンド型接続４８７により示され
る。
【００３５】
　本実施形態によるシステムでは、ユーザは、カットアンドペースト操作の使用、または
ノードのドラッグ（例えば、マウスまたはジェスチャで）により、回転コーンにおいて直
接、階層構造を編集できるようになる。ノードの追加および削除だけでなく、ユーザは、
子を親の下に並べ替えたり、ノード／枝を他の親に移動させたりすることが可能である。
【００３６】
　例示のシナリオに従うと、ユーザが保存所２（４８２）を選択し、それを親ノード事業
所１から親ノード事業所２にドラッグする。階層内でのこの所望の変更を検出すると、ユ
ーザインターフェースが、影響を受けるノードとその子にハイライトのスキームを使用し
、かつ、影響を受けるノード間の接続を別のスタイル（破線）にして、フィードバックを
提供する。フィードバックがユーザの意図と一致する場合、システムは、レベル４６４お
よび４６６にあるノードを再配置して、保存所２（４８２）を新しい親ノード４８０に接
続させることができる。同じレベルの他のノード（例えば、ノード４８４、４８６）を、
新しい子ノードを収容するように移動させることができる。同様に、最下位レベルのノー
ド（配送トラックのノード４８８）を、その親ノードと一緒に移動させることもできる。
【００３７】
　変更が下位レベルへのナビゲーションを伴う場合、中心ノード４４０をアドレスバー４
４２に移動させて、新しい中心ノードをレベル４６２から上方に移動させる。ノードの再
配置は、同一レベル内の移動に限定されない。ノードは、他のノードとの間で上方または
下方に移動させることができ、あるレベルからのノードを、新しい親としての別のレベル
のノードに再接続させることなどができる。ノードを再配置するための規則はシステムま
たはユーザが定義することができる。例えば、ノードを移動させてその子の１つの管理下
にすることを許可しない、または、特定の枝の間を渡る移動を許可しない、などの制限を
事前に定義したり実施したりしても良い。
【００３８】
　本実施形態によるシステムでは、階層構造の変更により、ドラッグを開始し、ドラッグ
されたノードの直上の親を着目ノードに設定し（例えば、ハイライト表示）、ドラッグさ
れたノードから着目ノードまでハイライト表示のラインを示して現在の関係を示す、こと
を可能にするアルゴリズムを実装することができる。中心ノードがドラッグされている場
合、システムは、この動作がノードを別の親に移動させることを意図していると推測し、
最下位の親ではなくアドレスバー内の親ノード上へのドロップを許可することができる。
【００３９】
　中心ノードの下のノードがドラッグされている場合、常にマウスカーソルの位置を使用
して、この動作が兄弟ノードの並び替えを意図するものなのか、ドラッグされるノードを
異なる親に移動させることを意図するものなのかを判定することができる。マウスカーソ
ルが、着目ノード（ドラッグされるノードの親）またはその子のいずれかに、他のノード
に対するよりも近い場合、その動作は兄弟ノード（同じ親の下にある）の並び替えである
と推測される。ドラッグされるノードの現在の親は、着目ノードとして維持され、着目ノ
ードからドラッグされるノードまでのハイライト表示のラインが継続的に更新される。ユ
ーザがノードを他の兄弟ノード上またはその間で移動させると、最も近い兄弟ノードの中
心の左または右のどちらにマウスカーソルが向かうのかが判定される。そして、マウスカ
ーソルが最も近い側にある兄弟ノードの隣に点線が（挿入カーソルとして）表示される。
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点線は、親から伸びるラインから外れて（その位置に対してノード接続ラインが持つ角度
と同じ角度で）短いライン区分（兄弟ノードのハイライト表示）として現れるようにされ
る。可視化される部分は、それが置かれる箇所の２つの兄弟ノード間に垂直に中心に置か
れる（または、外の兄弟ノードである場合は右隣に置かれる）。ユーザがこの状態でマウ
スボタンを放すと、ドラッグされるノードはそこで兄弟ノードの並びに挿入される。そし
て、階層全体を再度配列して、並び替えられたノードの変化する枝を最適に適合させるこ
とができる。
【００４０】
　マウスカーソルが、着目ノードではないノードまたはその兄弟ノードのいずれかにより
近い場合、システムは、この動作がドラッグされるノードを新しい親に移動させることを
意図するものと推測し、マウスカーソルに最も近いノードの親を判定することができる。
マウスポインタが重ねられたノードの親がドラッグされるノードの子である場合、マウス
カーソルのアイコンは、線が引かれた「不可」の輪に変更され、ドラッグされるノードの
親が着目ノードとして維持されるようにできる。他方では、マウスポインタが重ねられた
ノードの親がドラッグされるノードの子ではない場合、システムは、これが、ドラッグさ
れるノードの新しい親となれることを示し、マウスポインタが重ねられたノードの親を着
目ノードとて設定し、着目ノードからドラッグされるノードまでハイライト表示のライン
を示す。ユーザがこの状態でマウスボタンを離すと、ドラッグされるノード（およびその
枝）を、着目ノードの下に移動させることができ、階層全体が再度配列される。
【００４１】
　先に述べたように、種々の入力機構を使用して、回転コーンを表示するユーザインター
フェースとユーザが対話することを可能にすることができる。例えば、キーボードコマン
ドを使用して、コーンの要素の見えている区分を変更することに関連する動作を実行する
ことができる。キーボードコマンドの例には、現在のノードの親に着目する「上矢印」、
現在のノードの垂直方向の下に位置するものに最も近い子ノードに着目するための「下矢
印」、現在のノードの左にある兄弟ノードに着目するための「左矢印」（現在のノードが
最左の子である場合、左にある最も近い「いとこ」ノード（別の親の下）に着目させる）
、現在のノードの右にある兄弟ノードに着目するための「右矢印」（現在のノードが最右
の子である場合、別の親の下で右にある最も近い「いとこ」ノードに着目させる）、着目
ノードを中心ノードに設定する（階層を再配列する）ための「スペースバー」、およびそ
の類のもの、を含むことができる。
【００４２】
　図５は、回転コーン５００の一部のビューを例示し、いくつかの実施形態によれば、関
係するタスクの操作メニューと、選択される要素に関する詳細情報を持つ情報ビューペイ
ンと、が提供される。例示の目的で、図５には回転コーン５００の一部のみが示される。
図４と同様に、中心ノード５４０が企業の部署１を表し、下位レベル５６２に事業部１お
よび２、次の下位レベル５６４に保存所１、２、３、４、および５を有する。最下位に表
示されるレベル５６６には、レベル５６４の種々の保存所の管理下になる配送トラックの
ノード（例えば、５９２、５９６）がある。
【００４３】
　例示のシナリオに従うと、配送トラックのノード（５９２）の１つがユーザ（５９３）
により選択され、関連する動作のポップアップメニュー５９４が選択された要素の近くに
表示される。例示の動作には、「在庫表示」、「注文書表示」、「ロケータマップ」、「
社員」または「連絡」を含むことができる。したがって、ビジネスアプリケーションまた
は他のアプリケーションに関連する動作をユーザに対して提示することができる。動作は
、グラフィックスキームもしくはテキストスキーム、またはその組み合わせを使用して提
供することができる。
【００４４】
　別の例示のシナリオに従うと、別の配送トラックを表すノード５９６をユーザ（５９７
）により選択することができ、選択されたノードに関する詳細情報を提供するビューポー
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ト５９８を表示することができる。例示のビューポート５９８では、トラックの番号、そ
のトラックの現在の状態、そのトラックの在庫、および停車予定が提示される。もちろん
、他の情報（グラフィックまたはテキストで）を提示することもできる。
【００４５】
　本明細書において検討する動作または詳細情報は、ポップアップメニュー、ユーザイン
ターフェース内外のビューポート、およびその類のものなどの種々の提示形式で提供する
ことができる。ビューポートの大きさおよび配置場所は、自動的に調整することができる
ため、例えば、隣のノードを遮ってしまい可視化を妨げるということはない。
【００４６】
　本実施形態によるＵＩにおいて、多数のテキストスキームおよびグラフィックスキーム
を利用して、ユーザ経験を向上させることができる。例えば、個々のノード、枝、または
レベルを、カラーリングスキームまたは代替のシェーディングスキームを介して区別する
ことができる。ハイライト、別のフォントスキーム、アウトラインスキームを採用して、
ユーザが現在着目しているもの、または他の区別すべき態様を示すことができる。他のス
キームを実装しても良い。
【００４７】
　コピー、ペースト、削除、または移動などの標準の機能を使用して、個々のノードおよ
びノードの組み合わせを変更、作成、削除することもできる。したがって、実施形態によ
るＵＩにより、ユーザがグラフィックを使用して階層構造をセットアップおよび変更する
ことができるようになる。ユーザには、階層構造全体見るための場所だけではなく、ノー
ドがどのようにセットアップされて最終的に動作するのかについての洞察力も提供される
。
【００４８】
　上記では、一般的なフレームワークおよび特定の例を使用して、実施形態を検討したが
、実施形態では大きな階層構造を提示するためのユーザインターフェースについて説明す
るために使用される一般的な指針を提供することが意図される。他の実施形態は、本明細
書において記載される原理を使用して、異なるテキスト要素およびグラフィック要素、組
み合わせ、および構成と共に実装することができる。したがって、実施形態は、図２から
図５で検討される例示のシステム、コンポーネント、要素、グラフィックの態様、および
構成に制限されず、他の要素および構成と共に実施することができる。
【００４９】
　図６は、例示のネットワーク化された環境であり、ここに本実施形態を実施することが
できる。回転階層コーンを採用するユーザインターフェースを提供するプラットフォーム
は、ホストされるサービス等の１つまたは複数のサーバ（例えば、サーバ６１４）上で実
行されるソフトウェアを介して実装することができる。プラットフォームは、デスクトッ
プコンピュータ６１１、ラップトップコンピュータ６１２、およびスマートフォン６１３
（「クライアント装置」）等の個々のコンピューティング装置上のアプリケーションと、
ネットワーク６１０（単数または複数）を介して通信することができる。
【００５０】
　クライアント装置６１１から６１３は、様々なモードを介して通信を行うことが可能で
あり、文書の交換を行う。クライアント装置の１つまたはサーバの１つ（例えば、サーバ
６１４）において実行されるビジネスアプリケーションは、任意の１つのサーバにより、
またはデータベースサーバ６１６により管理されるデータストア６１８等の多数のソース
との間でユーザインターフェースを介して、ユーザが要求するタスクに関連するデータを
記憶および検索することができる。
【００５１】
　ネットワーク６１０（単数または複数）は、サーバ、クライアント、インターネットサ
ービスプロバイダ、および通信媒体の任意のトポロジを備えることができる。本実施形態
によるシステムは、静的または動的なトポロジを有することができる。ネットワーク６１
０（単数または複数）には、企業ネットワークなどのセキュアなネットワーク、無線オー
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プンネットワークまたはインターネットなどの非セキュアなネットワークを含むことがで
きる。ネットワーク６１０（単数または複数）には複数の個別のネットワークを含むこと
もできる。ネットワーク６１０（単数または複数）は、本明細書において説明するノード
間に通信を提供する。制限ではなく例として、ネットワーク６１０（単数または複数）に
は、音響、ＲＦ、赤外線、および他の無線媒体などの無線媒体を含むことができる。
【００５２】
　コンピューティング装置、アプリケーション、データソース、およびデータ分散システ
ムの多くの他の構成を採用して、階層構造 ユーザインターフェースを提供するシステム
を実施することができる。 さらに、図６で検討したネットワーク化された環境は例示の
目的のみのためのものである。実施形態は例示のアプリケーション、モジュールまたはプ
ロセスに限定されない。 
【００５３】
　図７および関連する検討では、本実施形態を実施することができる適切なコンピューテ
ィング環境の簡単な、一般的な説明を提供することが意図される。図７を参照すると、コ
ンピュータ７００など、本実施形態によるアプリケーションのための例示のコンピューテ
ィング動作環境のブロック図が例示される。基本の構成において、コンピュータ７００に
は、少なくとも１つの処理装置７０２およびシステムメモリ７０４を含むことができる。
コンピュータ７００には、プログラムを実行する時に協働する複数の処理装置も含むこと
ができる。正確な構成およびコンピューティング装置のタイプに依存して、システムメモ
リ７０４は、揮発性（ＲＡＭなど）、不揮発性（ＲＯＭ、フラッシュメモリなど）、また
はその２つの何らかの組み合わせとすることができる。システムメモリ７０４は典型的に
は、プラットフォームの操作の制御に好適なオペレーティングシステム７０５が含まれ、
例えば、ワシントン州レドモンドのマイクロソフト社のウィンドウズ（登録商標）オペレ
ーティングシステムがある。システムメモリ７０４には、プログラムモジュール７０６、
ビジネスアプリケーション７２２、およびユーザインターフェースモジュール７２４など
の１つまたは複数のソフトウェアアプリケーションを含むこともできる。
【００５４】
　ビジネスアプリケーション７２２は、アプリケーション、またはホストされるサービス
の不可分の一部とすることができる。ビジネスアプリケーション７２２は、財務トランザ
クションの分類、報告、分析、および同様のタスクに関連する操作を実行する。ユーザイ
ンターフェースモジュール７２４は、別個のアプリケーション、またはビジネスアプリケ
ーション７２２の統合モジュールとすることができる。ユーザインターフェースモジュー
ル７２４は、とりわけ、上でより詳細に検討した回転階層コーンを採用するユーザインタ
ーフェースを提供することができる。この基本の構成は、図７において破線７０８内のコ
ンポーネントにより例示される。
【００５５】
　コンピュータ７００は、追加の特徴または機能性を有することができる。例えば、コン
ピュータ７００は、例えば、磁気ディスク、光ディスク、またはテープなどの追加のデー
タ記憶装置（着脱可能および／または着脱不可能）を含むこともできる。そのような追加
の記憶装置が、図７において着脱可能記憶装置７０９および着脱不可能記憶装置７１０に
より例示される。コンピュータ可読記憶媒体には、コンピュータ可読命令、データ構造、
プログラムモジュール、または他のデータなどの情報を記憶するための任意の方法または
技術で実施される、揮発性および不揮発性、着脱可能および着脱不可能な媒体を含むこと
ができる。システムメモリ７０４、着脱可能記憶装置７０９、および着脱不可能記憶装置
７１０は全て、コンピュータ可読記憶媒体の例である。コンピュータ可読記憶媒体には、
ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、フラッシュメモリ、もしくは他のメモリ技術、ＣＤ－Ｒ
ＯＭ、ＤＶＤ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　ｄｉｓｋ）もしくは他の光記憶装
置、磁気カセット、磁気テープ、磁気ディスク記憶装置、もしくは他の磁気記憶装置、ま
たは、所望の情報を記憶するために使用可能かつコンピュータ７００によりアクセス可能
な任意の他の媒体、が含まれるがこれらに限定されない。任意のそのようなコンピュータ
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可読記憶媒体は、コンピュータ７００の一部とすることができる。コンピュータ７００は
、キーボード、マウス、ペン、音声入力装置、タッチ入力装置、および同等の入力装置な
どの入力装置７１２（単数または複数）を有することもできる。ディスプレイ、スピーカ
、プリンタ、および他のタイプの出力装置などの出力装置７１４（単数または複数）を含
むこともできる。対話型ディスプレイは、入力装置としても出力装置としても動作するこ
とができる。これらの装置は、従来技術において周知でありここで詳細に検討する必要は
ない。
【００５６】
　コンピュータ７００は、分散コンピューティング環境内の無線ネットワーク、衛星リン
ク、セルラリンク、および同等の機構を介して装置が他の装置７１８と通信することを可
能にする通信接続７１６を含むこともできる。他の装置７１８には、他のアプリケーショ
ンを実行するコンピュータ装置（単数または複数）を含むことができる。通信接続７１６
（単数または複数）は、通信媒体の一例である。通信媒体は内部に、コンピュータ可読命
令、データ構造、プログラムモジュール。または搬送波もしくは他の移送機構などの変調
データ信号内の他のデータを含むことができ、また、任意の情報配信媒体を含む。用語「
変調データ信号」は、信号の１つまたは複数の特徴が信号内の情報を符号化する方式で設
定または変更される信号を意味する。制限ではなく例として、通信媒体には、有線ネット
ワークまたは直接有線接続などの有線媒体、ならびに、音響、ＲＦ、赤外線、および他の
無線媒体などの無線媒体、が含まれる。
【００５７】
　例示の実施形態はまた、方法を含む。これらの方法は任意の数のやり方で実施可能であ
り、本文書に記載される構造を含む。そのような１つの方法は、装置の機械操作による、
本文書に記載されるタイプの装置のものである。
【００５８】
　別の選択的な方法では、方法の個々の操作のうちの１つまたは複数が実行され、併せて
、１人または複数の人のオペレータにより何らかが実行される。これらの人のオペレータ
は、お互いに一緒に配置される必要はないが、各自がプログラムの一部を実行する機械と
共にあればよい。
【００５９】
　図８は、本実施形態による回転階層コーンを採用するユーザインターフェースを提供す
るプロセス８００の論理フロー図を例示する。プロセス８００は、任意のビジネスアプリ
ケーションにより実装することができる。
【００６０】
　本実施形態によるユーザインターフェースでは、階層がコーン上に配列され、コーンは
トップダウンで見ることができ、ビューポート内で上方に移動され、その中心がビューポ
ートの最上位に見られる。これは、中心ノードが最上位ノードとして認識され、コーンの
底部に向かう全てのノードが中心ノードの子として認識されることを意味する。したがっ
て、階層内の各レベルのラインを輪の形状に折り曲げたまま、ユーザが階層において期待
するトップダウンの方向性が維持され、これにより、平らで水平なラインによるよりも多
くのノードをビュー内に適合させることができる。ユーザにはコーン上に配列される複数
のレベルの子ノードが提供され、また、ユーザは、下位にあるノードの複数のレベルを直
接選択して中心に移動させることができる。中間にあるノードレベルを、可視化されてい
る「アドレスバー」の領域に移動させることにより、親のシーケンスがビュー内で維持さ
れるため、ユーザには、現在着目しているものへの経路について全ての記述がわかる。さ
らに、回転階層コーンは、１つの親の下にある任意の数の子ノードを扱うことができる。
中心ノードの下にある階層構造の１つの区分内にノードを配列することにより、本実施形
態によるユーザインターフェースでは、ユーザは、無限の数のノードを許容する無数の追
加の「スライス部」を回転させることができる。
【００６１】
　プロセス８００は、操作８１０で開始され、ここで、表示すべき階層構造が判定される
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できる。次に、最初の回転コーンの大きさは、操作８２０にて判定される。回転コーンの
大きさは、スクリーンの解像度、利用可能なビューポートの大きさ、ユーザの選択、およ
び同等のパラメータによって決めて良い。
【００６２】
　操作８２０に続いて、階層構造の選択された部分が、本明細書において検討したような
回転コーンの形式で、操作８３０にて表示される。表示される部分は、ユーザ入力または
デフォルトのパレメータのセットに基づき選択することができる。構造の要素に関連する
回転コーンの情報と共に、要素の移動、新しい要素の追加、構造の分析などの動作を実行
するコントロールも、ユーザインターフェースに提供することができる。
【００６３】
　操作８４０にて、ユーザは、図３と併せて検討したようなコーンを回転させることによ
り構造の別の枝を見ることが可能にされても良い。ユーザはまた、操作８５０にて、上下
にナビゲーションすることにより階層構造の他のレベルを見ることが可能にされても良い
。
【００６４】
　プロセス８００に含まれる操作は例示目的のものである。ユーザインターフェースに回
転階層コーンを提供することは、より少ないステップまたは追加のステップを持つ同様の
プロセスにより、また、異なる操作順で本明細書に記載される原理を使用して実施するこ
とができる。
【００６５】
　上記の仕様、例、およびデータは、実施形態の構成を製作および使用することについて
の完全な説明を提供する。主題が、構造的特徴および／または方法論的な行動に特有の言
語で記載されたが、添付の請求項に定義される主題が必ずしも上記の特有の特徴または行
動に限定されないことは理解されるべきである。むしろ、上記の特有の特徴および行動は
、請求項および実施形態を実施する例示の形式として開示される。
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